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補助対象
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資料８

200,000

①保護者，地域住民，地域企業，学校が，活
動を通じてより親密にコミュニケーションを図
れる。
②子どもたちに「働く」ことへの喜びが生ま
れ，社会性が育つと共に係わり合いを持つ
地域の活性化が図れる。

①高齢者，特に高齢独居者の社会的孤立が
改善される。
②要援護者及び高齢独居者に精神的な安

221,000
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200,000

②要援護者及び高齢独居者に精神的な安
堵感を与えられる。
③児童生徒の介在で世代間交流が増進さ
れる。
④地域住民の愛情・互恵精神を涵養するこ
とができる。

以上４点から，地域住民の「地域の絆」「ささ
えあい」の意識がより高くなる。

373,750

「災害時要援護者・高齢者の安 自治会住民からなる「見守り隊」による経

ま
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十
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ー
応

を とで

①無縁社会からつながりある社会へ
地域の中に“人と繋がれる場”“助けを求め

られる場”が生まれる。
②子育て・介護家族支援

子育てや介護を家族だけでなく，地域で支
えていくという仕組みのひとつとしての役割

く 隣には必ず高

利

200,0001,131,641

し信頼を得ることで
し，
定

源
うに

機
ラ

えていくという仕組みのひとつとしての役割
を担う。
③地域交流の促進

世代や障がいの有無を越えた交流が生ま
れ，地域の中で誰もが安心し，支えあえる共
生社会の構築。
④障がい者の地域生活支援

障がいのある人の就労の場・活動の場が
増える。地域の人々と交流できる仕事（居場
所づくり）をしてもらう中で，障がいのある人
を地域社会の中心から切り離さない。
⑤地域の茶の間的，子育て支援センター
的，学童保育的役割を合わせ持つ場が地域
にできる。

地域住民による利
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事業名  /  団体名 事業の目的 事業内容 実施
住民等の参画及

び共同
方法 事業の継続的運

①

「ぷれジョブ新潟中央区

ぷれジョブ新潟中央区

（鏡淵）」

（鏡淵）

障がいのある子ど
れ育った町で自立し
になるために，職場体
を通して，自信や職
と共に，地域とのコ
る。

障がい
の職業体

地域の
や休日
度実施。

地域の
ちを見守

もたちが，自分の生ま
て暮らしていけるよう

験を行い，この活動
業観，適正などを養う
ミュニケーションを図

のある子どもたち
験。
ボランティアが付

を利用して一週間

みんなで障がい
り育てる活動。

の地元企業で

き添い，放課後
一回，１時間程

のある子どもた

ボランティア
ポーター）の
体験職場の
交流会の開
定例会の開
保護者の会
パンフレット

（ジョブサ
募集
企業の募集
催
催
開催
配布

事 務 局 の ボ ラ ン
ティア，学校，企業
の募集活動を通じ
て，企業と地域を
つなぐ働き掛けが
行われる。

地域住民
協力を得
ボランテ
場体験の
できる企
に増やし

の信頼
なが

ィアや
場を提
業を徐
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②

「災害時要援護者・高齢者
心・安全見守りたい

みなと町自治会

の安
（隊）」 高齢者の社会的孤

治会ボランティアと小
が一体となって家庭
ながら，世代間交流
る「見守り」を行う。

自治会
常的な家
定期的に
む集い」
「敬老の
とその保
間交流を

立を防ぐために，自
学生及びその保護者
訪問等の巡回を行い
と独居高齢者に対す

住民からなる「見
庭訪問
「カラオケ教室」や

等を実施
日」にボランティア
護者が高齢者宅
図る。

り隊」による

「ダンスを愉

はじめ，小学生
を訪問して世代

自治会住民
ティアを募集
家庭訪問

し

家庭訪問時
リスト」による
行う。
「歌う集い」
しむ会」等で
所」を利用す
う。
「敬老を祝う

からボラン

に「チ ク

当自治会は７０歳
以 上 の 高 齢 者が
占 め る 割 合 が 多
く 隣には必ず

に「チェック
安否確認を

「ダンスを愉
毎週「集会
る事業を行

会」を行う。

，
齢者が居住し，昔
から培われた下町
気質のためボラン
ティアに参加する
方にも大きな負担
を掛けることなく，
気軽に「見守り」や
「 声 か け 」 を 行 え
る。

現在も一
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。

③

「みんなの家　とも

みんなの家　とも

とも」

とも

友だちのように家
自然に集まり共に過
ることで，人と人が繋
護支援を支える場，
躍の場とし，世代交
への理解を促進する

いつでも
づくりと
障がい者
①居場所
②ケアサ
ス）
③障がい
④地域交

族のように，みんなが
ごせる「居場所」を作
がれる場，子育て・介
障がいのある人の活
流や障がいのある人
。

誰でも利用できる
同時に，子育て・介

の就労支援を行
サービス
ービス（日中一時

者就労支援
流

地域の居場所
護，家族支援

う。

支援的サービ

，
一軒家を借
交流の拠点
の居場所「
を作る。

地域住民による

りて，人々の
となる地域

みんなの家」

用，またボランティ
アとしての参加や
協力。
各 種 講 座 や 教室
開催時には講師と
して，地域住民の
活躍の場を作る。
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会員を増
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